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＜連絡事項＞

・本日、院内研修が行われます。

「医療廃棄物について・感染の動向」

日時：1月25日(木)　17時30分～18時30分

場所：メモリアルホール

夜勤務以外の方は出席して下さい。参加される方は時間厳守でお願いします。

＜患者様連絡事項＞

・駒木　学様～本日10時に青山荘入所手続きの為、お母様が来院され川端Drとの面談を行っています。主治医より今後病院からの連絡は、確実につながる様にして頂きたい事を説明されています。青山荘入所の説明時すると、お母様自身の身体不調の訴えや駒木様の現病状の不安を話されています。入院期間が長い事や御家族との連絡が上手く取れない事で将来に対しての焦り・不安等によって今回の病状悪化原因の可能性も考えられると説明されています。更に、青山荘入所後単身生活かグループホーム入所の方向有無は今後入所状況で検討しきますと伝えて母様も理解のうえ入所方向を同意されています。

面談終了後、青山荘へお母様と佐々木（真）PSWと共に見学へ行かれています。青山スタッフよりパンフレット等を交えて説明を受けた後、施設内を見学されています。施設入所については、お母様は、前向きな様子であり、利用申請書へ記入されています。青山荘入所については、本人の状態を見ながら、調査等行い、段階的に勧めて行く事を再度伝えています。

・加賀谷　芙美子様～本日、OT終了後本人より水様便の下痢が3回あり、軽度の腹部　　　　

不快感訴えがありました。

体温35.0℃　脈拍78回/分　血圧100/60ｍｍｈｇ。

担当医へ情報提供し、指示にて隔絶対応の為303号室→302号室へ移室変更しています。便ノロウィルス検査の指示あり、昼食は普通食摂取、インスリン（6単位）の指示があり、問題無く6単位施行できています。今後、症状の観察や傾聴しイライラ感・精神症状の言動と共に低血糖症状等の出現時は主治医に情報提供や指示にて対処を行い症状が緩和出来る様関わっていきましょう。

・浅野　秀子様～1/23（火）準夜帯より発熱（38.0℃台）・嘔吐・下痢症状が診られており、隔絶対応です。本日は発熱・下痢症状無く経過されています。「食事は食べたくない」と話すが、スタッフ促しによって「食べてみようかな」を摂取されています。脱肛がひどい為就床前薬の下剤センナリド（4錠→2錠）を服用して対処する様更に水分補求（ポカリスエット）等飲用して頂き脱水症状防止も兼ねてと主治医から指示あり、今後も身体症状の観察を行い傾聴してイライラ感・精神症状有無の出現を確認して症状の緩和出来る様関わっていきましょう。

・大下　良悦様～1/24（水）日勤帯にて本人より「排便があり、緩めの便で嘔気が少しある。」と訴えがあり、主治医へ情報提供し、隔絶対応です。本日は、発熱・下痢症状朝食後少量の下痢あったと言われています。午後から下痢症状無く経過されています。食事も摂取出来ています。今後も身体症状の観察を行い傾聴しイライラ感有無や精神症状の出現を観察し症状の緩和出来る様関わっていきましょう。

＜皮膚科診察報告＞

・田野端　忠夫様～下腹部～陰部の急性湿疹見られ、改善認められない事から

　　　　　　　　　タベジール（1）2T　2×1/7日分　継続処方

となっています。体重増加傾向により、体格に合わない衣類（ズボン）や下着を着用している事があります。体格に合った衣類・下着を着用する様担当スタッフは関わってケアプランの追記を検討していきましょう。

・木村　梅子様～背中・下腹部の急性湿疹改善見られ、デルモゾールG軟膏塗布（1日１回）本日で止めとなっています。

・三上　勇様～現在、定期薬としてタベジール（1）2T　2×朝・夕と

　　　　　　　ケルガー（125）1T　1×朝　を服用しています。皮膚科診察担当医へ皮膚の状況について、情報提供を行い本人ましょう。

・佐々木　淳様～左下肢・右脇の水泡見られ、アズクロガーゼ保護で状態観察となっています。引き続き、皮膚の観察・確認を行っていきましょう。

＜安ヶ平Dr診察報告＞

・田野端　忠夫様～本日問診時、ご本人より「胃が時々むかついたり、むねやけがする」と訴え聞かれ、本日の夕から1/28（日）昼まで

FK散　3P　3×1/3T　3日分　臨時処方となっています。引き続き、身体不調の訴えがあった際は傾聴し、観察・確認を行っていきましょう。

・上村　みわ様～診察拒否無く、問診時「15時30分に退院できると超音波で聴こえてくる」と話されています。異常体験に左右された発言は聞かれていますが、行動化は見られません。今後も所在確認や異常体験に左右された言動・病棟日課（作業・プログラム）の取り組み状況や生活リズムの変化について観察・確認を行っていきましょう。

・津嶋　イチ子様、船場　幸子様～嘔気・嘔吐・下痢症状・発熱無く改善されています。本日の問診時に、風邪症状無くなった事を自ら主治医へ報告しています。

＜注目患者様ケア状況＞

・坂本　のり子様～早朝覚醒・洗濯・窓の開放し掃除を行うの迷惑行為が目立つ様になっています。1/24（水）準夜帯にて、男性患者様より叩かれたとご本人より話してくる事がありました。右眼瞼を手で抑えていますが、発赤・腫脹は認められません。以後トラブル無く、経過されていますが、早朝覚醒・洗濯・窓の開放し掃除を行うの迷惑行為については、続いている様で同室の患者様からも不満が聞かれる様になっている為、トラブル防止を考え、今後1つ1つ担当スタッフとご本人と話し合い、ケアプランを検討していく予定です。

　　　　　　　　　
〇今後のノルウイルス感染疑の対応について話し合い、再度確認しています。

（食事）　自室で摂取。ディスポーサブルの食器、割り箸を使用。使用後はレディースポリ袋に入れて頂きその都度食後スタッフが後始末をする様にして、まとめて一般ゴミへ捨てる。おぼんは本人専用とし、毎食後ハイター付けを行い、同じ物を使用して頂く様にします。

※準夜帯は夕食前にスタッフがお膳を取りに行く。

（布団）　本日、寝具交換を行っています。来週1/31（水）の深夜帯スタッフは寝具をハイター浸けを行う。

（衣類）　下着（汚染物）衣服はハイター浸けをしてから洗濯を行い、外に干す。女子トイレ汚物洗い場にて、本人用のたらいを使用し洗濯を行う。御家族へ上記の事を連絡し、着替えの依頼をする。又、発熱がない場合に、上記の事をして頂く様にする。

（入浴）　発熱がない場合は、一番最後に入浴して頂く。その日のうちにいったんお湯を流し、少量のお湯を貯めた後、浴槽のハイター浸けを行い、洗い場もハイターを使用し清掃する。

（排泄）　洋式トイレのみを使用し、本人へ説明し、了承を得てから使用後はトイレクリーナーで消毒を行う事を検討中としています。

（発注）　ハイター、手袋・マスク・ガウン（ディスポ用）、レディースポリ袋

（服薬・処置）　スタッフが来室し、自室にて行う。

（ガウンテクニック）　ガウンは毎日交換し、準夜帯でハイター浸けを行う。深夜帯で「ハイター済み」と袋に書き、庶務へ下ろす等の行為はコスト削減を考慮する必要の為、阿部GOMに確認して検討していく方向です。マスク使用後は一回ごとに部屋の中に設置してあるゴミ箱へ捨てる様に認知しましょう。


































